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１．はじめに 

開発途上国においては、かんがい施設ストックの増大及び人件費の増加により、かん

がい施設の維持管理・改修に係る費用が増大傾向にあることから、発展段階に合わせて

整備される水路が土水路から石積水路、石積水路からコンクリート水路へと、初期費用

は高いものの維持管理負担が小さくなる水路タイプにシフトする傾向にある。  
本報は、経済発展が著しくかんがい可能面積が拡大している東南アジアの国々におけ

るかんがい施設の計画・設計に資するために、初期費用及び維持管理費を合わせたライ

フサイクルコスト（Life Cycle Cost、以下、LCC という。）を考慮した水路タイプ選定

手法を検討した結果を報告する。  
 
２．LCC 算定プログラムの構築 

  LCC を考慮して水路タイプを検討するための計算プログラムを構築した。下表左のよ

うな検討条件を設定して、水路タイプ毎の標準断面を設定した。また、調査対象国（カ

ンボジア、ミャンマー、タイ、日本）における資材費、労務費、機械損料等の単価に係

わる情報を収集した上で、水路タイプごとに維持管理シナリオを設定し、工事費及び維

持管理費を計算して LCC を比較検討した。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．LCC 算定プログラムの計算結果 

  調査対象国における水路タイプごとの LCC（40 年間）の計算結果は表１の通り。タ

イでは土水路の LCC の約 8 割が維持管理費となっており、LCC の観点ではコンクリー

ト水路が最経済的であった。カンボジアでは水路タイプごとの LCC の差はわずかであ

り、ミャンマーでは土水路が最も経済的との計算結果であった。 
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LCC 計算のシナリオ設定

検討条件 LCC 算定にあたり想定した維持管理の内容・頻度

− 762 −

H30 農業農村工学会大会講演会講演要旨集[9-24]



 

 

 

 

 

 

 

 

４．感度分析 

  社会的割引率(Social Discount Rate、以下、SDR という)、地価、労務費、資機材費

の４変数について、変数を変化させてその影響度を評価する「感度分析」を実施した(表

２)。社会的割引率が水路タイプ選定に与える影響が最も大きい変数であり、一方で、地

価、労務費、資機材費については水路タイプ毎の傾向の差異は認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ＳＤＲがＬＣＣへ与える影響 

 SDR とランニングコスト残存率（40 年間分のラ

ンニングコスト：SDR=0%とした場合を 100 とした

比率）をプロットすると、SDR が 0%～4%の範囲に

おいて 40 年間分のランニングコストが大きく減少

することが確認された（表３）。日本の公共事業では

SDR が 4%とされているが、実際の国債金利(0%)とし

た場合と比べて、ランニングコストを半分（49%）に

評価しており、また、アジア開発銀行が適用する SDR
（=9%）のランニングコスト残存率（27%）は、SDR
にタイ国の国債金利（2.6%）を適用した場合のラン

ニングコスト残存率（62%）の半分以下である。ライフサイクルコストを考慮して経済分

析を行う際に、SDR を適正に設定することが極めて重要であることが示唆された。  
 

６．おわりに 

  本検討により、ライフサイクルコストを考慮して水路タイプを選定する手法を構築し

た。LCC 計算プログラムは SDR、単価や感度分析等の条件設定により様々な応用が可

能である。今後は東南アジア地域をはじめとする諸外国とのパートナーシップが益々深

まるよう、本調査研究成果等を活用した技術協力を図っていく所存である。 
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表１：調査対象国における水路タイプ毎の LCC

表２：感度分析結果（対象変数：SDR,地価、労務費、資機材費）
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表３：SDR とランニングコスト残存率

ランニングコスト残存率は SDR が
0-4%の間で大幅に減少する傾向
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